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昭和 33 年 8 月 15 日て第46号） 

五
所

川
原

市
四

年

間
の

事

業
費
 

東
北
で
は
最
優
位
の
頑
 臓
  A

Uv
 

最
高

1
1学
校

関

係
の

一
億

五

千
余

万
円
 

昭
和
二
十
九
年
十
刀
一
日
県
下
で
五
番
目
の
市
が
生
れ
ま
し
た
が
、
市
は
中
心
街
で
あ
る
旧
五
所
川
原
町
と
、
旧
 

松
島
、
栄
、
中
川
、
飯
詰
、
三
好
、
長
橋
各
村
と
対
等
合
併
し
て
人
口
三
万
六
千
の
都
市
と
な
つ
た
の
で
あ
る
o
 

そ
ゆ
后
、
毘
沙
門
、
長
富
、
梅
出
、
中
泉
の
各
部
落
、
七
和
の
大
半
の
編
入
合
併
が
お
こ
な
わ
れ
、
い
ま
や
、
人
 

口
四
万
九
千
余
の
中
都
市
と
な
つ
た
。
そ
の
間
各
種
事
業
が
施
行
さ
れ
て
来
た
が
、
こ
れ
か
ら
順
を
追
つ
て
話
を
 

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

屯
所
貯
水
槽
建
設
七
〇
O
万
円

そ
 
の
 
他
 
六

O
O
万
円
 

「
一
ロ
響
毒
 

計
 

二
、三
五
〇
万
円
 

●

ご重
 

①
 	5合c勺 

	5石5斗 

① 量 目 

I 立 

~キロ立 

~里 

農 ④ 距 離 

林 4キロメートル 

商 
⑥ 面 積 

：工 
ヘクタール…百米平方…~町歩 

課 

ヒ
 
ン
 
ト
 

メ
ー
ト
ル
法
を
練
習
致
し
ま
し
よ
う
 

問
 

題
 

尺
貫
法
も
、
い
ょ
い
ょ

n
一
年
か
ら
メ
ー
 

．
ト
ル
法
に
な
り
ま
す
、
 
こ
れ
か
ら
は
ー
 

ロ
の

数
字
も

世
界
に
通
用
し
な
い
よ
う

な
口
一
位
の
も
の
は
消
え
去
つ
て
し
ま
い

ま
す
。
今
ま
で
の
メ
ー
ト
ル
法
以
］U
の

一H
一
い
尺
貫
は
皆
歴

史
的
な
名
称
だ
け
を

ロ

n
一
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
で
し

よ
う
。
し
か
し
、
長
い
間
ロ

の
奥
底
に

し
み
こ
ん
で

い
ろ
い
ろ
な
尺
貫

単
位
の
 

「
」

n一
は
な
か

な
か
ー
コ
ー
目
一い
さ
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
日
常
簡
単
な
も

の
か
ら
始
め
て
、
 一
日
も
早
く
換
算
表
の

よ
う
な
も
の
を

n
一
ロ

と
し
な
い
ま
で
ー
 

に
、
自
ら
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

一
 

、
応
募
 
の
 
規
定
 

①
 
問
題
中
一
 
一
は
当
用
漢
宇
で
記
入
す
る
こ
と

①
 
締
切
 
八
月
二
十
日
 
市
民
課
広
報
係
ま
で
 

③
 
市
の
職
員
と
、
そ
の
家
族
市
外
居
住
者
は
応
募
で
き

な
い
。
 

④
 
応
募
用
紙
は
官
制
ハ
ガ
キ
 

一
 

、

正
 

解
 

出
題
者
の
原
文
に
あ
つ
た
も
の
に
限
り
正
解
と
す
る
。
 

正
解
者
が
多
い
場
合
は
抽
せ
ん
の
上
五
名
に
賞
品
を
贈
る
 

	

I・5トン 	400貫 

	

I 50キロ 	40ll丁 

	

簾、薄 j15キp 	 4貫 

	

I・5キロ 	400匁 
150グラム 	 40匁 

~ 5グラム 	 4匁 
巨5グラム 	0・4匁 

さ
 

り
 

長
 
キ
〈
デ
〈
デ
セ
‘
 

③
 

3分0厘 

3尺3寸 

五
 

一
 
一
  
、
 消

防
施
設
 

1 

I 

ー
ー

一
 

1

“」い
、
β
 

《
還滅
 

、、
，
ぐ
％A
 

霧
『・
％
 

"
‘
 
、
．」
 

げ
熱
 

矛
 

議
 

？
が
 

か
（
」
一
 

繕
 

い
・
・
嘉
執

一
．
芽
い
「
篇
 

一
、
市

役
所

一

一
 
関
 
係
 

こ
の
項
目
で
は
、
市
役
所
の
増

築
が
一
番
大
き
く
そ
の
他
、
電
 

 
 
話
交

換
台
、
乗
用
軍
等
が
購
入
 

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
訳
 

を
数
宇
的
に
見
る
と
 

市
役
所
増
築
 
四

〇
〇
万
円

宿
直
室
の
改
築
 
七

O
万
円
一

既
話
交
換
台
 
六
〇
万

円
一

乗
用
車
等
（
n
l
A
巳
二
五
O
万
円
 

粉
ィ
プ
町
ィ
タ
知
 
五
o
か
円
 

土
地
の
購
人

五
、O
〇
〇
万
円

計
 

五
、八
三
〇
万
円
一
 
 

新
消
防
車
の
購
入
、
あ
る
い
は
七

ッ
舘
小

市
当
局
の
努
力
に
よ
つ
て
そ
の
七

ッ
舘

小
 

贈
掬

m誌
火
勲
割

畑
ケ
岡
＼
 

不
島
列
細
浄
さ
和
、
か
近
で
山
第
 
二

i
期
 

消
車
の
購
入
 
三
O
O
万
円
松
慶
中
第
二
期
 

標
協

mi一
后
湯m等
訓
轟
 

各
消
防
車
の
改
造
三
〇
（ン
万
円
“
戸
 

消
防
署
の
改
築
 

一
五
〇
万
円
 

、
 
、
 

H
難
競

増
鷺
簸
 

編
恕
ー
護
 

髪

α郡

慕
」「
」
 

扇
 
栄
 

ホ
 

鶏
 
鶴
 
」
 
、
四9
9序讐

、

町
 

二
〇
〇
万
円
 

毘
沙
門
小
 
 
二
五

〇
万
円
難

J
り
抑
  
七

c
c
万
氏

五
所
川
原
中
 
三
五

〇
万
円

一
野
坪
小
 
八

O
〇
万
円
 

叫
？
”
 
訟
叩
龍
需
川
原
小譲
鵬
襲

円
 

野
里
小
第
ニ
期
  
三
〇
O
万
円
・
沖
飯
詰
小

一
、フ
フ
ソ
5
月

松
野
木
小
 
八
〇

O
万
円
一
（
予
 
定）
 
「
く
く
くーノ

ー
 

識
難
灘繊
』
八
、魁姦
 

ぶ
り
で
あ
る
o
 

上
水
道
事
業
は
、
当
市
の
ほ
こ
 

朗
和廿
九許
 
八
o〇
万円
飲
獣
器
監

謡
「
『
 

聞
三
十普
ニ
、九
co万
円
叫
建
総

齢
鍵
敏
「
 

昭
和
冊
一
年

一
てニ
j
う
テ
？

5
 ・
 

臨
牙
ナ
ー
多

一
一
、
二
O
O
万
円
る
。
 

合
 
宅
」

一
二
く
く
フ
ー
；
 

鶴
和
冊
二
詳

四
、五
〇
〇
万
円
鳩
加
ひ

瑚
七

る

o
万
円
 

が

二〇
〇万円
纏
驚
繊
』上
鷺
慧

嬢

一
鷲
 

譜

杯
  
七
c
c万
氏朗
和廿
九許
 
八
o〇
万円
飲
獣
器
監

謡
「
。”
跳
勤
評
輪
贈

鶴
 

難
議議
」灘
一舞
慧
灘
麟
競
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家

中

そ
ろ
つ

て
考

え
ま
し

よ
う
 

市
政
 

ク
 
イ
 
ズ
 

市の人口 〔5月末現在） 

総人口 48・882 男 24心以

世帯 8・603 女 24870 

わ
た
つ
て
市
の
中
心
街
で
あ
る
に
対
し
て
は
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
と
な
編
n
一
」
ー”
」
”
α
つ
、
り
」
。
 

黙
所
川
m叩
寛
響
影

2
1い
た
加、
そ
か靖
速消
m
譲
雰
雑

談
器
鑓
 

.
．
 
、
ー

r

ー

‘
「
一
n
 一
ま
れ
たも
の
で
あ
る
o
そ
グ
た
 

J
コ
 
イ
 

潟

院
廷
辻

沼
遣

m婦
澄
と
っ

に
共
毒

一
現在
、
市
立
の
学
校
は
、高
等
 

一
わm

、
一
時
再
起
さ
え
あ
や
ぶ
 

黛
 
れ

て
来
た
。
 

編
 
五
所
川
原
小
 

八
〇
O
万
円
 
』
？
 

編
 
五
所
川
原
ホ
 

』
？
 

・
一
 《
、
 」ー
 
得

な
く
な
つ
て
お
り
ま
す
が
、
 

）
 
卿
 里
 
加

一
、α
α
α
万
町
 
誉
 

第
 

二
 
期
ー
プ
く
し
フ

F
一毘
沙
門
小
 

甑
 
端
 
恥
一
、六
o
o万
円
一
 

六
〇
O
万
円

三
O
〇
万
円
 

-~J~J、 

債
権
者
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
ノ

・
 

な
が
い
間
い
ろ
ノく
、
、
の
都
合
で
お
く
れ
て
い
ま
ン
た
が

市
役
所
で
は
旧
年
度
の
未
払
い
を
七
、
八
、
九
月
の
三

期
に
わ
け
、
そ
れ
・ム
、
、支
払
通
知
替
を
田
し
て
整
理
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

何
卒
今
ま
で
お
く
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詑
び
し
ま
す
と

同
時
に
今
后
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

ニ
C
C
万
円

一71
‘
七
ぐ
‘《
 

ニ
O
O
万
円
を
な
し
て
い
て
、
一
番
大
き
な

三
〇
O
万
円
も

の
は
、
市
中
心
街
の
都
市
計
 

五
o
〇
万
円
鯉
「

妙

鎌

編

驚
整
 

夢
「
整
帥
一
、〇
〇
〇
万
円

概
昭
麟
一
、〇
〇
呪万
円
 

計
 
一

五
、
二
五
〇
万
円
 

四
、
 土
木
関
係
 

土
木
事
業
は
都
市
建
設
の
主
体
 

裏
田
町
線
新
“）
、

五
〇
c
万
円
 

敷
島
町
、
旭
町
霧
臓
o万
円
 

新
田
町
取
付
線
 
ニ
〇
O
万
円
 

布
屋
町
停
車
場謙
解
罷
万
円
 

道
路
整
備
費

一
、五
O
〇
万
円

橋
梁
整
備
費
一
、
五
O
〇
万
円

側
溝
整
備
費
】
、
〇
O
〇
万
円

そ
 
の
 
他
 
五

〇
〇
万
円
 

計
 
八
、

七
〇
〇
万
円
 商

業
僕
併
 

い
る
も
の
に
じ
ん
か
い
の
焼
却

場
、
尿
処
理
場
等
の
建
設
が
あ

る
が
近
い
将
来
に
解
決
さ
れ
る
 

自
動
車
購
入
費
 
二
六
O
万
円

器
材

購

入
費
 

五
〇
万
円

そ
の
他
の
整
備
 
三
〇
〇
万
円
 

計
 

六

一
〇
万
円
 

七
、
醜
林
商
紅
 

当
市
は
、
地
方
中
心
都
市
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
地
方
中
心

都
市
は
附
近
の
状
態
に
よ
つ
て
 

お
の
ず
と
、
そ
の
形
態
に
違
い

が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
当

市
は
農
村
都
市
的
な
地
方
中
心

都
市
で
あ
る
。
 

農
業
関
係
 

一
一
、
五
O
〇
万
円
 

客

鷺
 
五

o〇
万
円
 

昭
和
冊
三
年

三
ご
L
り
・
ソ
テl

一”
 

昭
和
冊
三
年
 ご
二
 

生
関
係
の
整
備
が
重
要
な
役
割

を
な
し
て
い
る
。
 

今
后
の
問
題
と
し
て
残
つ
て
 

』
礁
醸

醸
重
要

な
役
割
一其
他
の
整
備
 
五
〇o
万
円
 

鶏
羅
）
癌
『器

細
 

計
 
一
四
、

二
六
〇
万
円
脚
媛
級
」
 

！
、
、
 d
(
Fz
一n
」
レ
・
仁
tレ
 

、
H」
 

【ノ
 

、
、
ノ
 
し
ん
ご
一
 
上
月
 
《
【
ン
か
 
 
ご
声
 

グ
．
束
J
 併
 
（

い
（
艶
争

都
市
の
文
化
向
上
の
た
め
、
備
《
麟釦
山
「「
『
 

ト
」n
ユ
月
亘

二

F
、
見
フ
ー
・
 
計
 

七
、七
O
O
万
円
 

二
O
O
万
田
 
計
 

六
一
、八
〇
〇
万
円
 

一
 
計
 

五
〇
〇
万
円
 

以
上
各
項
目
に
わ
た
っ
て
申
し

の
べ
た
が
、
合
計
六
億
一
千
八

百
万
円
の
巨
額
に
の
ぼ
つ
て
い

一る
。
 

そ
の
財
源
内
容
は
次
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。
 

起
 

債
一
一
一
、九
六
〇
万
円

補
 

助
 

九
、九
〇
〇
万
円

一
般
市
費

】
一
九
、
九
四
O
万
円
 

病
院
関
係
 

市
立
病
院
は
、
当
市
の
健
康
保

険
事
業
の
好
成
績
と
あ
い
ま
つ

て
急
激
な
発
展
を
と
げ
て
い
る
 

昭
和
汁
一
年迄
の
本
舘
整
備
 

一
、五
〇
〇
万
円
 

昭
和
升
ニ
年
度
の
本
舘
整
備
 

一
、〇
〇
O
万
円
 

飯
詰
診
療
所
 

三
〇
〇
万
円

そ
の
他
の
整
備
 
五
〇
〇
万
円

計
 

「
二三
〇
O
万
円
 

そ
 
の
他
 

そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
 

公
益
質
屋
等
が
あ
る
、
ま
た
若

干
の
土
地
の
購
入
も
含
ま
れ
て

い
る
。
 

公
益
質
屋
の
整
備
三
〇
〇
万
円

そ
ー
の
 
他
 

二
〇
〇
万
円
 

な

競
覧

一
競
濃
『

、
一
 
 

一L
、
 
社
労

関
係
 
観
光

関
係
 

二
o
〇
万
円

昨
年
庭
末
に
お
い
て
八
千
五
百
一

ョ
 

D

b今
に
他
如
α
・
 
計
 
】

一
、四
〇
O
万
円

万
円
の
繰
上
充
用
を
せ
ざ
る
を
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大工の道に 

6 0 年 

費園目・・，．察i甘臓き嚇睡 

懇麟懸難Er'難 鞭麟鞭麟 盟麟購舞懇IJMJi難襲懸轟舞 

と
い
う
、
氏
は
世
の
 
そ

の
后
志
を
た
て
て
上
京
し
 

の
激
し
さ
を
往
時
を

大
工
を
や
り
な
が
ら
夜
学
に
通
 

て
語
つ
て
い
た
。
 

う
こ
と
七
年
、
業
を
つ
ん
で
目
 

自
己
所
有
農
地
の
（
田
ク
（
畑
条
の
三
に
よ
り
次
の
事
を
青
森

予
別
世
帯
員
農
機
具
等
、
記
入

県
陸
運
事
務
所
に
届
川
の
上
便

す
る
事
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

用
し
て
下
さ
い
。
 

耕
作
面
積
は
一
応
委
員
会
で
 

一
 

《
 

出
慶
く
五
所
川
原
に
も
ど
つ
て
ーる
い
光
が
子
供
に
伝
わ
り
或
い
一
 

・
・
 

‘
・
 
ー
‘
 

一
 

氾
 

”
 

餐
、
当
割
m脚
、
和屋
、」
」
臼
舞
答
舞

芽
覇

一
 
非

生
・
也

ね
・
寿

撫
ョ
 

二
軽自
町軍
届出
書
一
部
》
 

一出
度
く
五
所
川
原
に
も
ど
つ
て
ーる
い
光
が
子
供
に
伝
わ
り
或
い
一
 

・
・
 

‘
・
 
ー
‘
 

‘
 
一
 

一刈
。、
当
町
川m
町
和
屋
、
」
」
臼
舞

答
舞

貧
如
包
 
非

ル
七
・
・也

・
日・
仁
コ
廷
ョ
 

J
く
，ミ
K

具
か多
グ
！」望
《Jに
メ
に
．
やI
ー
 
ー
 

‘
 l
J
り
，】
ニ
ー
‘ー
，‘y
1
1
 

地
の
申
告
書
を
配
布
し
ま
し
た
る

の
で
す
。
 

な
い
た
め
に
車
棚
番
号
を
標
示
 
と
こ
ろ

で
は
や
ら
ぬ
こ
と
。
 

し
な
い
で
、
道
路
を
運
行
し
て

五
、
打
上
げ
花
火
に
火
を
つ
け
 

離
難
 
柳

察
審
査
釦
巨

か
」
で
 

,
 

，
 
《
 
ク
 
《
 
ク
 
ク
 
（
 
《
 

ら
 
ー
ー

J
 

・
 

ー
 

d
ー
 

ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
 

付
す
る
必
要
が
あ
る
』

W
シ
細
 

ど
ろ
ぽ
う
ー
ど
ろ
ぼ
う
ー
 
論

に
建
し

た
場
合
、

検

察
官

街
に
こ
う
し
た
事

件
が

起
き
 
（
元
検事
と
呼
ん
だ
）
が
不
起

た
、
こ
の
事
件
は
警
察
の
取
調
訴
処

分
即
ち
事
件
を
裁
判
に
ま
 

ど
づ
小
う
咽
味
か
織
凶
に
は
ら

あ
る
旨
不
起
訴
処
分
を
し
た
検

遣
か
「
た
P
で
喰

嶋
者
物
を

察
官
を
監
脅
す
る
検
事
正
に
迦

盤
ま
車
ま
人
）
は
不
満
で
た
ま

付
す
る
こ
と
に
な

m
お
す

o
 

ら
な
い
。」
 

‘？
ー

r
 【
 
そ
の
謄
本
を
受
け
た
検
事
正
 

驚
総
鰯
懸
競
鷲
鱗
饗
 

尽
王
日
本
だ
。
 

【
 
相

当
と
考
へ
れ
ば
、
そ
の
事
件
 

今
月
は
高
松
久
作
さ
ん
の
家
庭

を
訪
問
し
て
み
た
。
 

町
内
会
の
総
恵
で
推
挙
さ
れ

た
も
の
で
、
川
端
町
は

お
ろ
か

旧
五
所
川
原
町
の
人
々
は
高
松

さ
ん
の
名
前
を
耳
に
す
る

と
き
 

『
あ
、
あ
の
人
な
ら
ば
』
 
と
い

つ
て
い
る
。
 

そ
う
は
い
う
も
の
、
 
た

y
 

た
ん
に
立
派
な
家
庭
だ
、
明
る

い
家
庭
だ
、
ぐ
ら
い
に
し
か
知

つ
て
い
な
い
も

の
と
想
像
さ
れ

る
の
で
、
ど
ん
な
具
合
に
明
る

い
の
か
、
又
ど
う
し
て
明
る

い

一
雰
囲気
が
日
常
か
も
し
だ
さ
れ
 

ー
て
いる
の
か
、
そ
の
実
体
を
さ
 

ーぐ
つ
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

織
麗
に
み
が
か
れ
た
ガ
ラ
ス

戸
が
、
寸
分
の
狂
い
も
な
い
鋸

目
で
き
ざ
ま
れ
た
柱
に
ぴ
つ

た

り
と
つ
い
て
閉
つ
て
あ

つ
た
、
 

中
に
入
る
と
天
井
の
窓
か
ら
流
 
 

し
吸
い
ら
れ
る
よ
う
に
立
止
つ

て
中
を
見
渡
し
た
。
 

さ
す
が
に
そ
の
昔
意
作
を
も

つ
て
名
を
な
し
た
高
松
大
工
の

自
作
で
あ
る
，
こ
の
家
は
母
押

の
取
付
と
い
え
、
床
前
の
作
と

い
え
、
近
代
川
語

ぜ
借
り
て
い

う
な
ら
ば
、
ま
さ
に
傑
作
中
の

傑
作
だ
と
い
え
る
事
が
出
来
る

だ
ろ
う
。
 

高
松
さ
ん
は
父
を
師
と
し

て

大
工
の
道
に
精
進
し
た
の
は
十

六
才
の
時
で
、
磯
械
の
導
入
が

な
か
つ
た
当
時
と
し
て
は
、
い

え
知
れ
な
い
苦
労
を
し
て
今
日

人
と
な
つ
た
も
の
で
、
軍
国
主

義
は
な
や
か
な
頃
弘
前
に
始
め

て
八
師
団
が
建
設
さ
れ
た
と
き

は
下
請
負
の
棟
梁
と
し
て
軍
国

日
本
の
た
め
に
献
身
的
な
努
力
 

が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

財
政
の
裏
付
の
な
い
行
政
は
自

治
上
成
立
た
な
い
の
で
あ
る
か

ら
そ
の
基
盤
の
確
立
こ
そ
行
政

の
効
果
を
左
右
す
る
重
大
な
鍵

で
あ
る
。
 

た
め
に
現
在
ー
ー
将
来
に
適

な
る
方
針
を
う
ち
た
て
之
を
実

直
に
執
行
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ

り
そ
の
道
が
拓
か
れ
る
の
で
あ

る
。
 

五
所
川
原
市
は
合
併
以
来
急

速
度
に
進
展
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
姿
を
ー
つ
ー
つ
羅
列
す
る

必
要
は
私
の
立
場
か
ら
必
要
な

い
と
思
5
が
、
た

y
私
と
し
て

言
え
得
る
こ
と
は
限
ら
れ
た
枠

の
中
で
成
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
仕

事
が
山
積

L
て
お
り
飛
躍
的
発

展
の
途
上
に
、
ある
本
市
の
場
合
 

一
‘
 

財
政
の
き
り
も
り
に
は

「
良
い

人
』
に
は
な
り
き
れ
な
い
立
場

に
置
か
れ
て
い
る
。
た

y
し
、
 

曲
折
し
な
が
ら
も
焦
点
を
見
失

わ
ず
に
行
く
こ
と
が
贋
明
な
方

法
だ
と
普
B
え
る
。
 

こ
の
こ
と
は
無
類
の
政
治
意

慾
を
も
つ
外
崎
市
長
の
台
所
を

守
る
わ
れ
ノ
く
、
、
の
ー
大
使
命
で

あ
る
が
、
静
中
の
動
、
動
中
の

静
の
相
互
の
操
作
技
術
に
よ
り

市
民
の
期
待
に
応
え
得
る
と
確

信
し
て
い
る
。
 

冗
費
の
節
約
は
申
す
に
及
ば

ず
最
も
効
果
的
に
予
算
を
執
行

す
る
ぺ
く
課
員

一
致
で
頑
張
つ

て
い
る
昨
今
で
あ
り
、
厳
し
い

世
肝
の
中
に
、
任
務
遂
行
の
た

め
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
 

マ
 

そ
れ
か
ら
職
員
組
合
に
つ
い

て
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た

y
き

ま
す
。
職
員
組
合
は

一
般
的
に

未
だ
認
識
さ
れ
て
お
ら
な
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

一
口
に
言
う
と
社
会
党
、
共

産
党
の
出
先
機
関
で
あ
る
が
如

き
間
違
つ
た
考
い
を
も
つ
て
い

る
お
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
之

は
根
本
的
に
誤
り
で
職
員
も
、
 

労
働
者
な
の
で
す
。
た

y
他
・
の

労
働
者
と
違
い
地
方
自
治
を
守

り
、
市
民
皆
さ
ん
の
公
僕
と
し

て
皆
さ
ん
の
幸
福
の
た
め
の
最

前
衛
と
し
て
、
如
何
な
る
場
合

に

お
い
て
も
他
の
労
働
組
合
の

よ
う
に
ス
ト
ラ
イ
キ
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
て

い
る
明
る
い
文
化
的
な
生
活
を

営
む
権
利
が
あ
り
地
方
公
務
員

法
、
市
条
例
に
よ
つ
て
も
吾
々

は
生
活
を
守
る
た
め
、
理
事
者

に
対
し
い
ろ
ノ
、
要
求
す
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す

わ
れ
く
は

明
る
く
た
の
し
い

職
場
を
つ
く

p
、
職
員
は
、
み

ん
な
仲
良
く
ほ
が
ら
か
に
、
苦

し
い
仕
事
も
援
け
合
つ
て
楽
し

く
、
能
率
化
さ
せ
る
た
め
の
グ

ル
ー
プ
と
し
て
の
職
員
組
合
で
 
 

築
に
か
な
り
の
き
び
し

さ
を
も

つ
て
批
判
し
て
い
た
。
 

高
松
さ
ん

の
明
る
い
家
庭
観

と
い
う
も
の
は
、
先
ず
夫
婦
が

主
体
な
ん
だ
そ
う

で
、
こ
ん
な

事
を
い
う
と
新
戸
籍
法
の
原
則

で
あ
る
が
高
松
さ
人
は
結
婚
と

同
時
に
新
戸
籍
法

の
よ
う
に
、
 

国
体
が
そ
う
な
る
ん
だ
と
い
う

事
を
見
抜
い
て
い
た
よ
う
だ
、
 

夫
婦
は
あ
く
ま
で
も
普
通
的
な

も
の
で
あ
つ
て
、
科
学
や
理
論

や
ら
で
是
非
を
決
め
る
訳
け
に

は
ゆ
く
も
の
で
な
く
、
又
夫
婦

の
間
柄
を
物
と
物
と
の
結
合
体

よ
ろ
し
く
『
俺
は
親
父
だ
、
お

前
は
俺

の
い
う
事
を
き
け
』
と

い
う
具
合
に
あ
た
か
も
対
立
物

の
よ
う
に
考
え
て
は
、
万
事
に

一
事
も
う
ま
く
ゆ
く
筈
は
な
い

や
は
り
ー
に
も
二
に
も
『
夫
婦

協
力
」
 
こ
れ
以外
に
な
い
と
思

う
、
と
家
庭
を
明
る
く
す
る
哲

学
を
い
わ
ば
経
験
哲
学
を
力
説

し
て
い
た
。
 

こ
の
根
本
的
な
実
体
か
ら
明
 

あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
県
下
の
市
各
町
村
は
殆

と
結
成
さ
れ
て
お
り
、
今
度
隣

り
の
金
木
町
、
板
柳
町
に
も
つ

く
ら
れ
る
予
定
で
す
。
 

権
利
と
義
務
を
正
し
く
推
し

進
め
て
ゆ
く
た
め
に
は
市
民
の

皆
さ
ん
に
直
接
連
な
る
立
場
か

ら
御
援
助
の
程
心
か
ら
お
願
い

致
し
ま
す
。
 

私
ご
と
で
す
が
、
去
る
五
月

三
十
一
日
、
職
員
の
も
り
上
る

力
の
結
集
に
よ
り
、
市
政
執
行

以
来
、
至
難
と
も
く
さ
れ
て
い

た
職
員
組
合
が
誕
生
し
、
執
行

委
員
長
に
、
お
さ
れ
た
が
、
そ

の
翌
日
つ
ま
り
六
月
】
日
付
を

も
つ
て
財
政
課
長
に
任
命
さ
れ

た
こ
と
は
偶
然
と
言
え
全
く
皮

肉
な
現
象
と
し
て
今
尚
考
え
て

お
り
ま
す
。
 

お
そ
ら
く
両
立
は
不
可
能
で

あ
ろ
う
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が

一
私
は私
な
り
に

ー
つ
の
確
信
を
 

ー
もつ
て
お
り
ま
す
。
 

且
つ
て
‘マ
ホ
メ
ツ
ト
教
の
布

教
徒
が
左
に
聖
典
を
持
ち
右
手

に
剣
を
も
つ
て
コ
ー
ラ
ン
そ
の

任
に
あ
た

つ
た
と
き
く
が
、
私
 
 

ぎ
て
大
分
な
つ
て
か
ら
結
婚
し

た
も
の
で
、
二
人
の
間
に
は
七

入
の
子
供
さ
ん
が
あ
つ
て
、
男

二
人
、
女
五
人
で
あ
る

が
、
上

り
三
人
は
皆
嫁
ぎ
長
女
、
は
弘

前
大
円
寺

の
五
重
塔
と
建
て
て

有
名
な
掘
井
佐
吉
氏
の
子
息
と

結
婚
し
、
四
女
は
洋
裁
の
勉
強

に
．！
五
女
は
高
校
在
学
中
で
、
 

長
男
と
次
男
は
そ
れ
ぞ
れ
独
学

で
二
級
建
築
士
の
免
許
証
を
と

り
、
父
の
家
業
を
つ

い
で
い
る

両
人
は
す
で
に
結
婚
し
、
各
々

家
事
の
分
担
．を
決
め
、
昼
の
間

は
姑
ぷ
・
食
事の
仕
度
を
し
、
嫁

逮
は
持
前
の
洋
裁
に
は
げ
ん
で

い
て
、
朝
は
嫁
達
に
お
ね
が
い

し
て
い
る
ん
だ
そ
う
で
、
 
『
何

分
に
も
年
を
と
る
と
、
朝
は
早

く
お
き
る
事
が
出
来
な
い
か
ら

ね
」
と
姑
は
温
厚
な
笑
を
み
せ

て
い
た
。
 

奥
の
嫁
達
を
カ
メ
ラ
に
さ
そ

う
呼
方
は
い
か
に
も
睦
し
く
自

然
で
あ
る
の
が
印
象
的
で
あ
つ

た
。
 

は
当
然
の
権
利
は
ど
こ
ま
で
も

貫
く
こ
と
は
、
仕
事
に
真
面
目

で
あ
れ
ぱ
あ
る
程
必
要
で
あ
る

し
、
財
政
は
あ
く
ま
で
も
、
無

駄
を
は
ぶ
い
て
自
治
体
の
強
化

と
市
民
の
福
祉
の
た
め
に
尽
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
通
ず
る
と
こ
ろ

あ
く
ま
で
も
関
連
が
あ
る
の
で

私
は
む
し
ろ
実
質
的
に
は
両
立

す
る
と
断
言
出
来
る
の
で
あ
る

以
上
、
私
の
立
場
か
ら
、
と
り

と
め
の
な
い
こ
と
を
申
し
述
べ

ま
し
た
が
、
お
詑
び
の
し
る
し

に
、
ま
づ
い
川
柳
を
披
講
さ
せ

て
い
た

y
き
ま
す
。
 

△
風
鈴
へ
小
さ
な
幸
を
み
と

y
 

け
る
 

△
人
間
の
強
さ
弱
さ
も
金
に
尽

き
 

ム
夏
期
手
当
子
も
待
つ
て
い
る

夏
休
み
 

△
や
り
く
り
を
蚊
張
の
穴
か
ら

の
ぞ
か
れ
る
 

A
浮
き
沈
み
あ
る
世
に
花
が
咲

き
続
け
 

△
夢
で
見
た
大
だ
け
ど
惜
し
ま

れ
る
 

ム
泣
き
じ
や
く
る
子
へ
蝶

A
が
 

お
ど
け
て
い
 

‘，ぐ
・
 
 

書
入
れ
、
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
に
間
違
な
け
れ
ば
捺

印
の
上
連
絡
員
等
に
提
出
し
て

下
さ
い
。
 

尚
耕
」
者
で
本
申
告
書
の
配

布
を
受
け
な
い
方
は
委
員
会
ま

で
お
由
下
さ
い
。
本
申
告
書
は

今
後
に
権
利
関
係
の
証
明
の
資

料
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
必
ら

ず
忘
れ
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
市
農
業
委
員
会
〕
 

軽
自
動
車
に
つ
い

て
 

ー
手
続
の
方
法

・
・
 

農
村
の
機
械
化
が
進
む
に
従
つ

て
軽
自
動
車
に
ぞ
く
す
る
農
耕

作
業
用
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
）
 

の
使
用
が
急
増
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
そ
の
取
扱
い
が
わ
か
ら
 

ー

I
n】H
n【
廿

ー
ー“
ー
‘
Iー
 

を
裁
判
に
ま
わ
す
こ
と
に
な

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
次
第
で
検
祭

査
会
は
検
察
官
の
仕
事
を
監

す
る
、
い
わ
ば
検
察
官
の
お

付
役
の
よ
う
な
機
関
で
世
界

も
ま
だ
な
い
全
く
新
し
い
制

な
の
で
あ
り
ま
す
。
 

告
訴
し
た
り
、
告
発
し
た

件
で
裁
判
に
な
ら
ず
不
起
訴
 

分
に
な
つ
た
た
め
不

服
で
あ
る
が
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
と
悩
ん

で
お
ら
れ
る
方
は
遺
 

慮
な
く
検
察
審
査
会
を
利
用
ナ
ー
 

る
よ
う
に
致
し
ま
せ
う
．
 

費
用
は
全
然
か
、
り
ま
せ
ん

一
切
無
料
で
す
。
 

検
察
の
民
主
化
は
皆
さ
ん
の

手
で
明
る
い
正
し
い
社
会
を
遺

り
出
す
。
明
る
い
平
和
な
街
を

築
く
機
関
は
検
祭
審
査
会
で
十
 

五

所

川
原

市
 

選
挙
管
理
委
員
金
 

夫
婦
協
力

の
高
松
久
作

さ
ん
 

町
内

会
 が
  
一
 

し

て
推

せ

ん
 

な
い
一
」
や
か

な

空
気
が

家

中

に
満

つ
 

五
所
川
原
消
防
署
で
は
花
火
シ
 

ー
ズ
ン
に
備
え
て
次
の
事
を
注

意
し
花
火
に
よ
る
災
害
を
防
止

し
て
お
り
ま
す
。
 

一
、
花
火
は
絶
対
に
火
薬
を
と

り
田
し
た
り
、
原
型
を
か
え

た
り
し
な
い
こ
と
。
 

ニ
、
使
い
か
た
が

ハ
ツ
キ
リ
わ

か
ら
な
い
も
の
は
買
わ
な
い

こ
と
。
 

花
火
は
ま
と
め
て
火
を
つ

け
ぬ
こ
と
。
 

燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
 

ご”ゃで・ー 

昭
和
二
十
三
年
七
月
十
二
日
に
 

こ
の
よ
う
な
場
合
は
新
し
く

検
察
審
査
会
法
が
公
布
さ
れ
て

生
れ
た
制
度
で
あ
る
検
察
審
査

か
ら
十
周
年
に
な
り
ま
す
。
 

会
だ
審
査
の
申
立
て
が
出
来
ま

検
察
審
査
会
と
は
？
、
最
近

す
。
こ
の
審
査
会
は
、
弘
前
、
 

検
事
局
の
事
を
検
察
庁
と
言
つ

青
森
、
八
戸
の
各
裁
判
所
内
に

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
検
察
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
審
査
会
は

庁
の
す
べ
て
の
事
に
就
き
ま
し

選
挙
権
の
あ
る
方
か
ら
く
じ
で

て
国
民
自
体
の
納
得
の
行
き
ま

選
ば
れ
た
十

一
人
の
審
査
員
に

す
様
に
公
正
と
改
善
を
計
つ
て

よ
つ
て
審
査
会
を
開
き
、
事
件

お
り
ま
す
の
が
検
察
審
査
会
で

の
関
係
人
等
を
詳
し
く
収
調
ぺ

あ
り
ま
し
 

三
年
有
半
斗

つ
た
甲
斐
あ

つ
て

憧
れ
の
五
所
川
原
市
民
権
を
か

ち
と
つ
た
小
曲
部
落
の
落
し
子

と
し
て
木
造
町
役
場

の
経
済
課

長
か
ら
現
在
の
職
に
つ
い
た
私

で
あ
る
。
 

人
そ
れ
．ム
、
の
批
評

の
中
に

財
政
と
い
う
嫌
わ
れ
る
仕
事
を

し
て
い
る
が
、
人
が
見
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
心
秘

か
に
自
分
の
仕
事
を
た
の
し
ん

で
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。
 

勿
論
、
本
市
ば
か
り
で
は
な

く
合
併
し
た
市
町
村
の
大
半
は

財
政
事
情
が
苦
し

い
こ
と
は
否

め
な
い
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
地
方
財
政
再
建
促
進
特
別

措
置
法
に
よ
る
再
建
準
川
団
体

に
切
替
え
を
敢
て
断
行
し
て
お

る
の
で
あ
る
が
、
自
主
的
な
解

決
宙
堀
一
と
じて
斯
く
す
る
こ
ど
 れ

る
光
と
、
ゆ
き
と
ど
い
た
掃
一
を払
つ
た
 

除
と
、
に
じ
み
出
る
家
庭
的
な
一
移
り変
り
 

明
る
さ
と
が
錯
綜
し
て
、
し
ぱ
ーし
の
ぱ
せ
 

鷺
繊
綴
鵬麟
 

財
政
課長
 
長
 
沢
 
典
 
三
 

布
嘉
の
造
作
専
間
の
大
工
と
し

股
に
漂
よ
う
こ
と
に
な
る
。
 

ョ
オ
‘
 月

I~
 J
~
 
l
,
 
I」
ー
 三
ニ
ー
 

黙
寸
寿
敏
と
し
て
土
 

【
 

」
総
鰍
製
鱗
模

m
に
露
残
鷲
縫

敏
“
 
お

忘
れ
な
く
出
し
て
下
さ
い

一
 
纏戦
競
穀
難
】
 

‘・b
つ
ご
」【C
・
フn
、
、
 レ
 
つノ【
、
レ
ー
 
、
‘
つ
「
つ
【D
 
一《
、×7
EI
（
」
」
ー
・
、レー

 

・
 

一
 
・・
 
・
 
・
ー
 

．
 

酪
駿
票

乳
っ
叡
趣
叱

諺
齢
舞

拝
欝

さ
き
に
農家
の
皆
さん
に
耕作
し
喝
もの
カ
相
当
見受け
られ
一
提巨
隣
 

自
動
卑
損
m［
賠償
責

険
の
契
約
が
締
詰
さ

い
る
こ
と
を
証
す
る

証
明
書
へ
自
動
車
損

償
保
険
洪
第
五
条
〕
 

花
火
シ

ー
ズ
 
ン
 

注
意
し

た
い
こ
と
ー
 

て
か
ら
上
か
ら
の
ぞ
か
ぬ

と
。
 

六
、
人
の
出
入
の
多
い
と
こ
 

に
大
き
な
音
の
す
る
も
の
 

ね
ず
み
花
火
は
や
め
る
こ
 

次
の
花
火
は
特
に
広

い
 

所
で
や
る
こ
と
、
 

①
 

ロ
ケ
ツ
ト
 

②
 
変
色
連
発
も
の
 

③
 
人
工
術
生

一
 

一
円
の
花
火
で
百
万
円
の
火

損
害
を
出
し
、
又
分
解
等
に

つ
て
爆
発
し
て
死
ん
だ
人
、
 

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
」
 

つ
て
楽
し
い
花
火
あ
そ
び
を

た
し
ま
し
よ
う
。
 

  

‘け 

  

ー
ノ
 

 

  



家
庭
の
防
 
へ
ー
 
く
“
'5
之
？、5
，
、
？
ミ

？
！、
‘
ノ
，
,
,
,
,，
、
 

火
の
た
め
 
一
 
貸
本
 

・
 月
島

く
れ

雑

誌
 

次
の
こ
と
 

を
用
意
し
 

ま
し
よ
う
 

秋
落
水
田

の
現

地
調
査
 

稲
 
刈
 
後
 
農
 
事
 

試
 
験
 

場
 

で
 

耕
土
培
養
法
に
よ
る
秋
落

水
田
 
な
る
が
、

調
査
地
域
の
立
毛
 
も
あ
り
ま

ま
す
の
で
希
望
の
る
も

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
何

の
改
良
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
 
も
八
ー
九

月
中
に
観
察
調
査
 
方
は
左

記
の
こ
と
を
記
入
し

卒
ご
諒
承
ね
が
い
ま
す
。
 

す
る
時
は
農
事
試
験
場
が
現

地
 
す
る

予
定
で
あ
る
か
ら
、
希
 
て
申
込
ん

で
下
さ
い
。
 

今
后
と
も
引
続
き
事
務
を
進

の
土
壊
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
 
望
に
よ

つ
て
は
現
地
批
判
会
 

り

司
昼
“
昌
立
貫
フ
各
訂
め

て
行
く
事
に
な
つ
て
お
り
ま
 

”
蕊
麟
獣
蘇

鰐
勅
 
臨
m
て
行つ
て
も
差
変
え
 

m
和
影
警
ー
ー

獣
「
か
毅
穀
謂

躍
 

布
 

屋
 

書
 

店
 

市
 
役
 
所
 
前
 

壇
 
名
入
記
念
品
 

か
ま

た

・
し
 つ
 
、
 

①
 
八
リ

ツ
ト
ル

入
（
四

升
四
合

以
上
の
 

．ハ
ケ
ツ

又
は
オ

ケ
等
】
】
 

箇
以
上

に
満
水

し
て
常

備
し
ま

し
よ
う
 

仏
 

火災に 備 え て 

これだけは考えて下、さし、 

津
 
軽
 
塗
 

麟
輔

離
 

る
七
月
十
八
日
市

長
始
め
関
係
者
多
数
の
参

列
が
あ

つ
て
挙
行
さ
れ
た
が
、
 可
愛
い
子
供

達
を
水
難
か
ら
防
ぎ
、
 元
気
に
勉
強
七
て
下

さ
い
と
市
長
か
ら
挨
拶
が
あ
つ
て
、
 五
所
川

原
市
役
所

元
日
大
水
泳
部
キ
ヤ
プ
テ
ン
生
駒

主
事
の
模
範
水
泳
が
あ
り
、

引
続
き
水
パ
ソ

一
本
の
市
長
も
プ
ー
ル
に
ざ
ぶ
ん
と
飛
込
み

水
泳
選
手
顔
負
け

の
水
泳
法
に
や
ん
や
の
拍

手
を
受
け
た
。
 

（写真は竣工式場と市長の水泳フホーム） 
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f、
‘
（
、
 

ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。
 

⑨
秋
落
水
田
の
改
良
対
策
調
査

⑥
調
査
の
区
城
は
水
稲
の
秋
落
 
は
県
に
申
請

す
る
の
で
あ
る

が
常
習
的
に
発
生
す
る
地
帯

・
が
調
査
計
画
を
た

て
る
都
合
 

⑧
現

地
批
判
会
の
希
望
が
し

ま
す
。
 

競
場
合
は希
望
の
表
札
をど
う
ぞ
 

郵
便
局
か
ら
の
お
願
い
 

一五
所川
原
彰
馴
か
熱
 

一
 

②
 
八
十
リ
ツ
ト
ル
 （
四
斗
五
 

し
監
誌
鉢

難
脱
 
改
製

戸
籍
事
務

に
つ

い
て
 
轟

”
器
綴
襲
鶏
確
 

社

長
 

三
 
国

谷
 
勝
 
蔵
 

、
し
か
も
そ
の
区
城
が
五
町
 

電

話

一
一五

一
一
一
番

電

話

一
一五

一
一
一
番
 

で
、
従
来
対
策
調
査
を
実
施
 

升
）
以
上
の
貯
水
槽
、
百
リ
 

W・ー

1
5
・
、
‘
・
？
ー

F
ノ
ー
？
?”
い
g
き
g
ー
 
い
」
 

熱
磁

結
紗
馨

の
 る

と
共
に
用
意
し
て
あ
る
パ
 

報
一
一秒
鰹
揺
豊
跨
貌
 
七
和
支
所

分
は

完
成
 
駄
雛
翻
騒
競
鴨

一
一」姦
か
雅

設
裟

本
年
の
四月
以
来市
民の
皆
様
務
だ
け
を
専門
に係
を設
け
て
て」
認
野
員
が
表札
が
出
 

広
 

一
一
 可
軒
り
ー
．

一
i
ー
ノ
‘1
1
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り

仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

て
な
い
た
め
に

】
方
な
ら
苦
労
 

可
能
）
 

・

い
い
い

1
ソ
k
走
寸
そ
甘

i
ま
し
た
改
製
戸
籍
事
務
は
七
和
，

こ
の
改
製
戸
籍
に
よ
つ
て
自
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

⑨
獄
璃
詠
畑
い
承
眼
謝
凍
瑚
踏

地
区
の
、
改
製
戸
籍
の
法
第
四

分
か
和
難
」
「
“
如
但
い
か
加
か

か
く
か
か
い
ど
い
』
お
熱
 

深
業

実
唯
編
遣
実

施
条
の
簡
易
改製
と
同
法
五条
一
彰

彫
。
烈

ぐ
柳
“馴
。

細
即
の
か
締

象

運
如
柳樹

け
喝
に
叱叱
達

緯
い
n
れ
項
の
戸
籍だ
け
が
こe
ほ
ど
出
灼
軒
川
かい
」
欝

か
い
わか
い
釦
か
句加
和
．
如
む柳
か
引
 

市
長
さ
ん
も

一
泳
ぎ
 

五
小
校
の
ブ

ー
ル
開
き
 

五
所
川
原
消
防
署
で
は
予
ね
て
か
ら
五
小

校
南
庭
に
水
泳
プ
ー
ル
を
兼
ね
た
消
火
用

貯
水
槽
の
設
置
を
急
い
で
い
た
が
、
過
日

ぼ
出
度
く
完
成
し
、
こ
れ
が
竣
工
式
は
去
 

箇
所
に
消
火
用
パ
ケ
ッ
を
備
 

ケ
ッ
で
生
水
し
て
い
ら
克
ら
 
《
、

、
ノ
 
！

！
 
戸
 

え
ま
し
ょ
う
。
 

に
消
防
署
へ
知
ら
せ
る
・
 
J
/
0
月
セ

叱
 

③
 
消
火
器
具
類
一
個
以
上
を

③
 
二
人
以
上
の
嚇
合
は
一
人
 

無

銃
霧
と
き
の
し
得
鞭

磐

に
酷
散

鯵
驚
難
鯵
繁
法
 

①
 
自
分
一
人
よ
り
い
な
い
時
 
ょ

う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

し
、
火
の
粉
の
と
ば
川

い
よ
・

に
は
大
声
で
近
所
に
知
ら
せ
火

災
警
報
が
出
た
と
き
ゃ
、
強

に
注
意
し
ま
し
よ
う
・
 

原

一
一」
鶏
露
緯

携
護
窓
周
響

難
七
和
需
）製
熱
勲
践
弱

か
 

「
銚
醜
糾
雑
鍵

睦
投

”
「濃
梓
叱
m
癖
昆
m
名
舞

穀
」
，か豪
誓
影
郵
“
馴
一
 

施
の
予定
地
械
で
あ
るこ
と
で
取
扱
い
して
お
り
ま
す
o
 
か
範

寿
？

市
御
所
も
監
 

課
躍
期
語

細
」
振熱
”
繊
鶴
難

鰐
驚
姦

費
製
隠

鍵
け
 
住

宅
の
入

居
敷

金
 

A
乾
橋
方
面
か
ら
進
行
し
て
直
 
従

つ
て
下
さ
い
。
 

離
緩
蕃
」
叫
質
暫

疎
線
謹
濃
克

落
 

つ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
家

賃
の
前
納
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
誤
解
し
て

い
る
方
も
相
当
あ
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
敷
金
は
借
 

い
・
るの
で
希
喝
面
積
が
五
〇

に
分
解
す
る
仕
事
で
非
常
に
煩
に

勝
手
に
除
籍
を
さ
れ
て
い
る
 

自
動

信

号

機
 

大
 
町
 
＋
  
文
 
字
 
に
 

〇
町
歩
で
メ
切
る
予
定
で
あ

細
で
か
り
、
矛
如
が
か
加
加
引

加
引
と
『
川
齢
り
の
か
も
か
る
 
家
賃
の

前
納
で

は
あ
り

ま
せ

ん

房
 
る
。
 

す
、
そ
こ
で
市
で
は
半
常
事
務
か

と
思
は
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
 

家
人
の
債
務
を
担
保
す
る
目
的
 

一
難
鷲
灘
麟
難
難
 

o
調
査
の
時
期
は
稲
刈
取
后
に

と
切
り
離
し
て
、
特
に
改
製
事
一
法
e
R
に
よ
つ
て
な
さ
れ
て
い
公
営
住

宅
へ
入
居
す
る
際
に
三
ケ

月
分
の
敷
金
を
、
お
納
め
願
 

《
 

〉
 

.
 

，
 

ー
 

‘
 
‘
 

ー
 

‘
 
、
 ・

 
ー
 

‘

、
 

一
、
青
色

‘進
め

、
 

一
一
、黄
色
 
山
圧
意
 

三
、
赤
色
ー
止
れ
 

下
の
ト
ツ
パ
ン
を
よ
く
み
て

く
だ
さ
い
。
 

b
外
国

D
遮
塚
は
匠
軍
非
常
に
 
み

ん
な
の
力
で
五
所
川
原
市

の
性
質
を
良
く
気
る
こ
と
で
す

く
て
も
か
ま
わ
な
い

『
極
端
な

入
匿
に
と
》一
て
朝
合

α
よ
し
富
 

五
 

b
メ
ョ

D
遷
啄
ま
丘
半
非
常
こ
 
み

ん
な
の
力
で
五
所
川
原
市

の
性
質
を
良
く
知
る
こ
と
で
す

く
て
も
か
ま
わ
な
い
『
極
端
た
 

さ
か
ん
に
な
つ
て
き
ま
し
た
。
 の
養
豚
は
全
国
的
に
も
名
を
は

自
分
の
飼
う
家
畜
が
ど
ん
な
特

人
は
汚
な
く
す
れ
ば
す
る
程
成

能
率
の
家
畜
で
あ
る
と
云
え
ま

昭
印
二
十
五
年
に
は
六
十
万
頭

せ
る
位
置
ま
で
持
つ
て
ゆ
き
た

性
を
持
つ
て

い
る
の
か
知
ら
ず
績
が

良
い
等
と
真
面
目
に
考
え

す
‘
 

だ
つ
た
も
の
が
最
近
で
は
約
壱
い
も

の
で
す
。
 

に
飼

・つ
て
は
、
う
ま
く
育
て
る

て
い
る
人
も
あ
る
と
き
い
て
お
 

豚
を
こ
の
よ
う
に
高
能
率
を

百
弐
拾
万
頭
で
倍
の
増
加
を
し
 

し
か
し
乍
ら
養
豚
が
さ
か
ん

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
、
と
こ
ろ

り
ま
す
。
豚
は
そ
ん
な
下
等
な

発
揮
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
管
理

て
お
り
ま
す
。
 

に
な
る
に
つ
れ
、
自
給
飼
科
の
が

牛
、
馬
、
豚
、
鶏
の
家
畜
、
 動
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
等

に
細
心
の
生
意
を
払
い
、
誤
れ

わ
が
青
森
県
の
飼
脊
頭
数
は
不
足
、

養
豚
家
同
志
の
競
争
、

家
畜

の
中
で
も
．
豚
程
誤
解
さ
た

る
証
拠
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ

る
飼
育
法
を
完
全
・
に
頭
か
ら消
 

ナ
t
ボ

E
つ
主
主
図

r
ニ
と
二
市

か
ら
交
通
事
故
を
追
放
し
ま

け
れ
ば
そ
の
ま
ま
返
す
こ
と
に
一
J
ォ
‘
」
 

引
ン
ン
、・
ー
…
・
叱
：
 

ー

し
よ
う
。
 

な
づ
て
お
り
ま
す
。
 

敷
金
と
は
別
な
月
日
に
発
行

す
る
納
額
告
知
書
に
よ
つ
て
家

買
の
お
納
め
に
ご
協
力
を
お
ね

が
い
い
た
し
ま
す
。
 

全
綱
の
第
六
位
、
東
北
の
第
三

豚
肉
価
格
の
変
動
等
は
益
々
課
れ
て
飼
わ

れ
て
い
る
も
の
は
あ

は
世
ん
。
本
当
は
最
も
高
等
な

し
豚
の
本
性
に
適
合
し
た
飼
育
 

市
役

所

見

学
 

田
川
小
学
校
で
 

去
る
七
月
二
十
五
日
市
立
田
川

小
学
校
五
、
六
年
生
約
四
十
名

か
奈
良
清
明
先
生
に
引
卒
さ
れ
 

、
社
会
科
の
勉
強
の
た
め
に
市

反
所
に
や
つ
て
来
ま
し
た
が
始

の
て
み
る
行
政
の
仕
事
を
熱
心

ん
メ
モ
し
、
引
統
き
消
防
署
を

、
 

ル
学
し
た
が
完
備
し
た
機
構
に

目
を
み
は
つ
・
て
い
た
。
 

（
写真
 
斑
転
「か
が

セ
 

1
5
 羅
」
裂
編
難
騒
」
髭
ぎ
加
m
 

年
 
間
 
三
 
千
 
頭
 
昌

糾
君
 

嘱
リ
『
さ
ー
し
．

，
。
p
3
Fl

ー
 ニ
ゴ
『
」

・H
J
 

ゴ
 

Eー
 
一
 

一
一
 

i
割，
 

・
に
才
Z
ー
．1．
 
良
い
飼
養
管
理
の
要
点
は
 

日
 

産
粗
収
人
三
十
億
円
の
四
割
を
養
豚
を
し

な
い
 

で
「
 

1
 

二
一
 
ニ
 
ー
 

較
し
て
み
れ
ば

ま
せ
ん
o
 

ま
彩
川
原市
の
養豚
数
は
約
誌鍵
競
 

盛
ん
に
な
つ
た
本
市
の
養
豚
 
鷺
の
よ
うに
一j
劉
気
記

影
劃
 

千
五
百
頭
常
時
で
年
間
約
三
千

原
地
方
の
豚
は
 

腔
く
に
斤
 

与
了
 

一
争
 

三
 
‘
一
 
早

く
成
長
し
、
 
を

作
る
。
 

頭
位
販
売
さ
れ
て
い
る
と
推
定

脂
が
厚
く
、
や
 
ー
ー

，
・ー
 

ロ
‘
 

こ
引
 
一
→
 

l
 
沢
山
子
を
生
み
二
、

病
気
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
 

く
 
麗
鶏
騒
謝
監
鍛
燦

誘
製
は
な
い”
注
務鍵
い
ー
で

す
裟
謂
総

纏
難
欝
染
読

「
橡
 

お互いに交通事故のない 

よう注意いたしましよう 
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さ
れ
、
こ
の
粗
収
入
は
肉
豚
四
一
わ
らか
く
て
だ
 

‘
く
く
、
く

く
‘
く
ノ

？
ノ
ン
？
ノ
？
,
Jー
ー
 

‘
J、
？
！
、
ー
、
‘
 
、

乳
も
乳
牛
に
 
丈
夫

な
体
に
す
る
。
 

3
 
千
二
百
万
円
．
仔
豚
約
壱
千
万
一
め
だと
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
 

畜
憧
に
全
然
関
係
の
な
い
人

劣
ら
ぬ
泣
沢
山
分
泌
し
、
而
も

三
、
身
体
に
適
合
す
る
飼
料
を
 

和
 
円

と
い
う
数
字
が
あ
げ
ら
れ
て

こ
れ
ら
も
技
術
の
向
上
と
飼
料
は
勿
論

実
際
に
飼
っ
て
い
る
人

肉
質
は
甚
だ
佳
良
な
点
、
最
も
 

与
え
る
o
 

ー
 
お
り

ま
す
。
 

の
給
与
改
善
に
よ
つ
て
必
ら
ず
？で
も
豚
を
非
常
に
誤
解
し
て
い
 

ー
二
に
 
一
E
二
 

‘
、
手
三
 

F
与
甘
寸
、
！
下
 

昭
」
弾喫
鱗
麟
鮎
鱗
織
翼
緯

覇
藤
臓
い
な
』
綴
蕪
「
覧
「
》
鷺“
繊販
 

養
の
点
か
ら
も
、
又
農
喋
経
営

が
あ
り
ま
す
。
 

一
物
だと
考
え
、
何
を
喰
は
せ
て
 

博
ニ
年
 

一
頭
 
一

斗

i
・
苦
二
昏
昔

ど
寺
つ
c
妾
ト
 

一
旨
愛

向
上
の
面
議
郵
・

I割
畜
を
飼
う
場
合
は
先ず
最
一
い警
か

な
い
」
ー
豚
割

汚
し
 
壁
一郵
 
八
与

o頭
裏
五

る
唯
に愛
情
を
持
一
一て接
寸
 

一だ
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。
 

初
に
大
事
な
と
と
は
そ
の
家
畜
・
ても
、
風
通
し
、
日
当
り
が
悪
 

（
牛
乳
換
算
）
 

(I部2円） 回
行
 

ー
発
 

ロ刀
日
 

毎
1
5
 

ノ
ー
、
 

鳩
合
は

（
ロ
）
 の
信
号
を
・

て
従
つ
て
下
さ
い
。
 

ム
五
所
川
原
駅
方
面
ょ
り
糞

し
て
直
進
又
は
左
折

右
婦

を
行
う
揚
合
は

（
ハ
〕
の畑

号
を
見
て
従
っ
て
下
さ
い
。
 

ム
柏
原
町
力
面
ょ
り
 

I
」】
ヒ
！
り

、』
」
？
「
一
、
 

う
場
合
は

（
ニ
）
 

見
て
従
つ
て
下
さ
 

十
字

農
呪
電

店
 

S=．一＝J ~一 “~ 

ー
 
ー

L
l
・

・・
 

メ
・”
証
乍
魂
 

！
い餌
‘い一
 
‘

．戸
 

d
、
無い
、“
 

(
 

W
 

遊
 

1
1雷
 

這「
恰
に
 

歩1
 

・ーー亜柏軍 
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一
を毎

H収
納
課
員
が
徴
収
に
参
 

一り
ま
す
毎
月
忘
れ
ず
に
お
納
め
 

つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
り
れ

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
 

又
は
給
水
装
蹴
の
撤
夫
等
に

な
り
か
ね
な
い
の
で
お
互
に

良
心
的
に
連
名
で
手
続
し
て

下
さ
い
。
 

宅
地
 
八
 カ
上

旬
ょ
り
 

八
 月
下
旬
ま

で
 

全
地
区
標
準
地
 

畑
 
M
嬰
価
著
 

全
地
区
標
準
地
・

田
 

十
 
月
 
以
 
降
 

襲

醸
繋
鱗

競
種
「
麗
襲
「
「声
鰭
慧

縫
競

醸
』
認
鱗
譲
開
催
醜
条
例
第
九
十
「
条
第
鵬簾
麟
牲
醸
を
一
 

m
孫
 
議
山

N瓦
K
で
お
な
じみ
三
立
木
を
伐
採
し
て
ーか
ら
ー
か
ら
需
望

の
方
は至
嘩
宮
 

国
民
健
 

ク
 

ク
 

水

道
 

ク
 

一
 
」
 

届
出
し
て
下
さ
い
）
 
る

私
共
に
と
り
ま
し
て
，
ま
こ
 

‘繊

論

籍

鰐
弾

落

広案
お
・
ー
デ
防斌
動
に
蚕
力
を
 
一
畑鷲
縄

梶

＼
讐
序
ほ

プ
 

頻
麟
獲
醸
競
隣「
簿
騒
鰻

」
奪
萩

臨

蘇
 

鳳
い
て
有
認謡
夢

接
繊
涛
撫

淫
泳
方

一
 

H
い
一
H
『
・
に
．J

‘
 

一
舞
嘩

指
歪
漕
漢
 
木

材
引
取
税
改正
 
「
お

馴
錦

発
【
‘ー

？
ノ
ズー
ー

Z
l
 簿れ
記

郭
麓

舞

翻
魯

範
如
勲
麹

准
湾

孫
溌

違

雀
（

ー
く
乏・
保
健
婦
海
老
川
 
玲
 子
ふ
 
の
仕序
も准
と
m男
擾
 

の
郵
劇に
か
W
て
 

3
1緊
m
m釦
及
連
絡員の
調
査
致
し
ま
した
の
は
 
。髪
穀
経
謡

加
霧
 

の
加
を
か
卿
レ。
下
れ
呪
り
ル
O
こ
と
1け
」
そ
魂
は

こ
 

ー
 

ゆ
は
し叱
。
足
慰

は
保
唯
 
ー

「
J
ー
》
ー

一
 

ー町
和
ョ
“
引
糾脚
損
札馴
剃
心
祭町
響

の
準
勧
蜘粕
 
す
叫
一
ーー

1
1ブ

1
1
 

房
務
舞
難
繊
動

融
駄
獣
擁
籍
銃

」
「
」墓
糠
「
”
騒
錯
誘
繊
穀
「
静
讐

勤
綬
躍
」
鷺
諸

譲
報
准
っ
い
て、プ
）
富
か

k
9方
は必ず
手続
を曹
七
て下
さ
い
 有
瀧
鋒
裂
制
 

（
発
紺
警
翫博
器
妙
監
携
読
誇
麓
縫
熊

媛

駆
姦
は
競
静
終
舘
線

鯵
務
報

の
耐獣
糖
認
難
繰
一m
編

簾
簾
誘
て
か与
I
な
らな
 
に
馴
烈
い「
戸
 

け
納
准

准
」
に
m
か
稽
又
も

し
病
気
に
なそ

い
で
し加
来
か
の
は
医
師
加
け
剖

．
剖
脚
。
馴
っ
引
塀
配
の
仕
柳
刻
『
『
H
『
H
‘
 
、「
 

i
旨

却
定
鳥
喬
“

ま
し
た
 
（
補
充
選
挙
人
名
簿
調
製期
日
よ
り算
定
）
 

り
ん
ご水
稲
の
病
害
虫
防除
に

収
浪
与

湖
m止
杯
稽

け
ぞ
れ
を
早期
に
発
見
す
万絡

ず

o
 ー

ー
ー
ー
ーー
ー

．
す
割

牢
あ
り
れ麓
ー
「

⑥
m促
拓
げ
初
親
粒べ
塚
発
助
が
剖
糾
叫「
瓦
ま
で
は
、県
か

一
、五
所
川
原
市
内
にて
の
移
動
者
は早
急
に申
出
て
下
さ
 
和
御
蜘
如加
謡
勝
か
「
加
飼
 

』
謙
礎
博
言
雄
『雛
鷺
編
綴
難
」
」雄
●
販諮
鯵
蕪
泳
達
鍵
醸
鶏
鰭
鶏
議
す
鈴
」釦
釦
編

1
1

ー
、
‘「
鷲鰭
裟
「
「
 

一が麟
媛
修繕
共）の
申鯵
終
鴛
饗
驚
鯵
鱒
鷺
轍
鶏
戴
競
療
綴
「
競騎
語
慧
響
論
叫讐
唾
霧
肥影
麟
釦勲
委員
会
 
鰭
離灘
嚢
 

ー
 

・
 
「
 

．
 

一
 

ー
 

・
 
．
‘
 

F
i
ー
 
一
 

届
出

や

そ
の

他
の
お

知
ら

ゼ
 

ク
 

つ
 

ク
 

、
 
 

、

、
 

ク
 

て
 
願
い
ま
す
。
又
市
役
所
窓
ロ
で

も
取
扱
い
し
て
い
ま
す
か
ら
利

用
し
て
下
さ
い
。
 

四
、
水
道
料
の
滞
納
処
置
に
つ

い
て
 

市
段
所
味
道
課
で
は
市
民
り
み
（
イ
）
 始
め
て
水
道
を
と
り
た
 
居
住
し
て
専
用
栓
を
共
用
し
 
費
剖
ョ
列
m
坊
b
粕
翻
に
か

な
さ
ん
力
に
色
々
の
届
出
や
申
 
い
人
又
は
既
設
水
道
の
位
置
 

て
い
る
場
合
を
連
合
栓
と
い
 
と
き
ま
除
水
D
亭
も
ー
そ
D
 

込
に
つ
い
て
ご
協
力
を
望
ん
で
 
変
更
、
増
設
等
を
望
む
人
は
 

い
ま
す
，
そ
の
う
ち
一
世
帯
 
他
の
加
配
魁
か
刻
シ
け
か
か
 

鯵
灘
轟
灘
麓
撫
灘
灘

m発
舞
熱
疑
与
一
巽
W難
（
舞
鷺灘
織
 

」谷
離
耐
」鷺

響

嘱
賛
猫
い
」
』
肥緑
鶏
雄
競
疑
尋
振
贈
で
毎月
一
日
力
詳
鶏鮎
「
農
製
船

扇
葛
全
地
区
 

で
ご
ざ
い
ま
す
。
届
出
が
な
い
 

こ
れ
ら
届
田
や
申
込
は
簡
単
 
下
さ
い
。
 （
中
込料
壱
百
円

“
【
 
ー
・ー
「
【
・
…

・
・
 

ョ
く

j
 j
ー
ロ
毛
多
r
マ
し
利
彩
調
て
日
名
名
の
眼
歌
杵
業
匹
 
り
人
こ
h
利
暑
汚
講
摘
矧
 

お
り
ま
す
。
 

印
監
持
参
の
上
申
込
み
し
て
 
ド
t
長
皆
と
上
り
ま
す
o
 

・
‘
 
【

・
い
 

雑
噂

程

繊

勃

昨
 
が
代
表
者
と
な
りま
す
。
 
五
、
メ
ー
タ
ー
の
検針
』
つ
い
税
務
課
で
は各
税
の
賦
課
作
業
四
、
り
響

祭

状
況
調
査
班
 

固
定

資

産

の
 
全
地
区

標
準
地
 

評
 
価
 
基
 
準
 
三
、

償
却
資
唾
調
査
班
 

そ
の
実
施予
5
1
日
 
サ
争
晶

葛
 
全
地
区
 

「
 

‘
 

罰
金
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
 

つ
て
調
査
す
る
こ
と
に
な
つ
て
 

（
へ
い
ユ
押
町
田
使
用
昔
D
町
か
ん
な
こ
と
も
あ
り
は
す
。
 

い
つ
た
い
どん
な
仕
事
をす
る
以
上
保
健
婦と
し
て
の
仕
事
の
婦
ゆ
信

博

」
ゆ
で
はま
山

林
業
者
の
み
な
さ
ん
に
木材
 
嘉
舞

あ
ー

1
2
ノ
ー
ー
‘

i
I
,， 
一
ー．

 

ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

い
つ
た
い
どん
な
仕
事
をす
る
以
上
保
健
婦と
し
て
の
仕
事
の
婦
ゆ
言

博

語
忍

惑
山

林
業
者
の
み
な
さ
ん
に
木材
 
群
編

誘
 

有
機
燐
製
剤
 

そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
 

り
ん
ご
水
稲
の
病
害
虫
防
除
に

有
機
燐
製
剤
を
使
用
す
る
場
合

は
（
知
事
の
指
定
し
た
、．指
導

員
で
な
け
れ
ぱ
使
用
す
る
と
と

が
出
来
な
い
規
則
に
な
つ
て
お
 

）
ぎー
一
 

せ
て
市
内
十
ニ
ケ
所
に
あ
る
 

市
 
政
 

歌
 
壇
 

木
 
村
 
良
 
一

馬
 

人
間
は
皆
眠
り
 

一

馬
屋
の
窓
に
月
が
か
か
る
時
 

馬
は
声
な
く
泣
い
て
い
た
 
）
 

す
べ
て
の
知
覚
は
忘
却
へ
去
」
 

ゆ
磐
巌
雛
離
髄
 

命
の
石
扉
が
閉
る
 

‘
 

獣
鷲
舞
難
 

満
た
され
ぬ
性
の
本
能
がJ
 

」譲
護
響
盤
犠
一

雛
躍
誤
毅
線

？
 

涙
さ
」
て
出ぬ
悲
t
み
に

ー
一
 

恥
し
い
ノ
 

．
 

穴
に
隠
れ
た
い
程
恥
し
い

‘
 

学
に
如
か
ざ
る
な
り
．
 
』
 

黙
つ
て
死
ぬ
ま
」
で
 

、
」
 

勉
強
し
よ
う
 

お
、
無
学
の
悲
哀
ょ
 

一
 

海
綿
の
様
な
空
虚
な
頭
脳
ょ
》
 

浅
薄
な
学
識
か
ら
割
り
出
す
」
 

浅
薄
な
見
識
 

」
 

堂
々
と
大
き
な
声
で
い
わ
れ
『
 

港
 
，
 

一

悲
 
哀
 

一
 

る
も
の
か
 

『
 

」
「麟
灘
『
 

（
ロ
）
 
都合
で
水
道
を
一
時
使
一I
心
か
い
醐
卿
目
幻
”
り
2
'
 

（
新
設増
設
改
造
等
）
 

躍
確
縁
」
球
鄭
れ
”

し
5
身
一
、
家
屋
調
査
班
 

り
加
ぶ
川
伊

W
ぬ
の
判
彫
馴
引
い
葛
ー
ー
 
ー
ー
 
ー
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

ー
准

、
ーー
し
i
・
・
‘
 
た
で

て
お
り
ま
す
o
 

か
君

端
鑓
瓢
護
鮫
加
鯛

袈
味
籍
議
齢
所

に
申込
んで
下
さし
。
 

舞
難
難
蕪
織
一
讐
難
 

麗
r
m属
到
十
三
年
八
月
十
設
難
雛
報
秒
第
 
子
供
さ
ん
逮に
 

れ
が
尚
 
四
日
午
前
八
時
よ
り
 

三
項
）
 

開
拓
地
の
子
供
等
は
文
化
か
』
 

一
層
の
場
所
 
五
所
川
原
小
学
校
々
庭

一・
こ
 ・
？3
ニー
《i
一ー
‘
：
、
は
な
れ
て
生
活
し
て
お
り
ま
す

一
ー
‘
j
ー
 
．
ニ
ー
ー
ーJ
『ょ一
ー
．ー

三
、
こ
の
申
告
を
提
出
し
な
い
ー

J
d

．・
コ
」
．
7
」
「・
。
《
。
い
】
い
 

散
⑩輪
「鴛
熊
鷲
難
鳶
 

灘
麟
（難
騒
籍
臓
難
 

灘
給
繊
鷲
難難
灘
繰
 

％
「

ー
一
‘
，
ー
？
.
“
拓
地
を
慰
問
し
よ
（
し占
町
価
を
 


